
編 集 後 記

年に一度発行するこの紀要、後記は私たちが私たちの一年を振り返る「好機」

にもなっています。

1999年度の所沢センターは、引き続き対外的なネットワークの拡充に力を注ぎ

ました。また、研究活動としては、文化庁からの委嘱事業を終え、99年度は、セ

ンターのメンバーを中心に外部の方の協力も得て、「遠隔学習支援研究会」を立

ち上げ調査研究を開始しました。本号でもこれに関する報告をお伝えしています。

（この活動は99年度の国立国語研究所の研究委嘱を受けました。）

センター内部の活動も現況を反映した多彩なものでした。樺太（サハリン）を

はじめとするロシア語圏からの帰国者を迎え、“多文化社会”が出来上がったの

は大歓迎、しかし、カリキュラムも教材も出来上がっていない！という事態でし

た。これまであった中国帰国者向けのカリキュラムや教材ではやはり不都合が出

てきます。既に習い性になってしまった自転車操業を繰り返し、ロシア語圏から

の学習者向けのものを作成し試用を重ねています。さらに、せっかくの“多文化

社会”ですから、中国向け／ロシア語圏向けだけではもったいない。ロシア語圏

からの帰国者と中国からの帰国者の混合クラスもでき、両方の学習者が共有でき

る教材も開発しました。また、混合クラスではなくても、双方が一緒に日本語の

運用練習をしたり互いの事情を紹介しあったりするプログラムも運営しています。

もちろん、従来の中国からの帰国者向け教材も、作成・改訂の作業を怠れません。

このように、いつまでも山のような課題を前に、それでもわくわくして仕事を

している私たちは果たして幸せ者なのか何なのか…。また次号でも、新しい試み

について報告できればと考えています。 紀要編集委員一同
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